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とにより新しい局面に入る｡ 同年 1()月, クーデタに














発｣ と題する総論｡第2部 ｢タイ社会の特質｣ は,
｢タイ社会の価値体系｣ (第2章), ｢タイの社会的階






ば Ruth Benedictの戦時中 (1943)の論文 "Thai
Culture and Behavior" (CornellUniv.Data
PaperNumber4,1952)のほか,屡々引用されるJohn









た著者は,タイ人が "yok yongH すなわち ｢価値
があると認める｣資質として, (1)冒,(2)権力,(3)年
/ヽ
令 ･年功, (4)"Chao Na主"であること, (5)"Nak
Leng"の心, (6)寛容,(7)報恩, (8)知識あること,
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たが, 1963年現在,3つの市 (Nakorn) と82の町
(Muang),35の村(Tambol)に ｢自治｣が認められ
ている｡
本割こおいては,タイにおけるMunicipalGovern-
mentの形成期たる1932-1957年の皿における,その
機構と運営の実際が直接の対象とされている｡しかし
著者の主たる関心は, むしろ MunicipalGovern-
mentより一般的には ｢地方臼治｣に関する中央政府
の政策,その政策実施にあたっての政府官僚の行動様
式の分析におかれている,といってよい｡その際著者
は,たんなる記述的方法に満足せず,最近の行動科学
的アプローチをも採用して,上述の諸問題をタイの文
化的伝統,社会的経済的背景等にまで漏り下げて解明
しているが,例えば ｢地方自治｣未発達の要因の一つ
として,タイ官僚制にみられる ｢~温情主義｣の伝統と
政府を ｢慈恵的｣なものとみるタイ人民の心理的態度
を指摘するなど,随所にするどい分析が示されている｡
その分析を一貫する若君のFIlj逓意識は,｢酉欧文化に起
源する地方[j治｣制度のタイにおける定着 ･発展の可
能性の問題である｡著者は,MunicipalGovernment
の活動領域が拡大するに比例してかえって中央政府の
コントロールが強化され, ｢〔｣治｣が制限される傾向
が認められることを指摘しながら,しかし,例えば村
レヴェルの指導者の選挙にみられるように,タイにも
グラス ･ルーツ .デモクラシ-が存在しており,よき
指導が適切になされるならば,地方自治の発展も期待
できないことではないとしている｡
最後に本書の構成を簡単に述べておくならば,序章
につづいて 第一章 ｢地方自治の起源と発展｣,第二章
｢現行の MunicipalGovernmentにおける伝統的観
念の支配｣,/B三貴｢内務省の役割｣,'#四章｢Munici-
palGovernmentの機構 :立法機関｣,第五葦 ｢Mu一
micipalGovernmentの機構 :その行政機関｣,第六
章 ｢MunicipalGovernmentの機能と財政｣, 第七
葦 ｢結論 :MunicipalGovernmentに関連する若干
の問題の分析｣という葦別になっている｡
本書は,その杷題 からみても,またそのTEli'日刊の構成
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